
当社では、今回認定されたホワイトスペース特区事業についても、街づくりの一端として
の活用を目指し、当社の様々な事業エリアでの展開を検討しています。異なる顧客や環
境を持つそれぞれのエリアに合わせたコンテンツを提供し、街（エリア）の魅力や価値の
向上とともに、事業化の可能性を検証してまいります。

防災面での活用 ～2012年度の震災訓練で実験予定
2012 年3 月に実施する当社の震災訓練において、実証実験を行う予定です。

当社の街づくりにおけるミッションのひとつ「安全・安心」を補完する役割として、
帰宅困難者や被災者に対し、エリア限定放送を用いた、情報提供システムの可
能性を探っていきたいと考えています。

参考資料ホワイトスペース特区 今後の展開

■ 複合都市 六本木ヒルズでの活用案■ 複合都市 六本木ヒルズでの活用案 ■ ホワイトスペース特区 他エリアへの展開予定■ ホワイトスペース特区 他エリアへの展開予定

＜対象エリア＞
六本木ヒルズ
表参道ヒルズ、ラフォーレ原宿
宍戸ヒルズ
ヴィーナスフォート

今回の「ホワイトスペース特区」の選定を受け、六本木ヒルズにおいて、地域コミュニティ
を巻き込んだ情報発信の仕組みを検討しています。
森美術館や展望台、アリーナ等、リアルスペースの「場」を提供するだけではなく、ホワイ
トスペースを有効に活用し、関係する多くの方々と一緒に魅力溢れる都市づくりの一助
となる放送コンテンツの企画を検討しております。
六本木ヒルズで行われるイベントや店舗情報の配信だけでなく、震災時の活用や、また、
エリアの特性でもある外国人コミュニティへの情報発信など、様々な可能性を検討してま
いります。
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スケジュール ※スケジュールは変更になる場合があります。
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